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気が付けば、あっと言う間に、もう季節は夏で、七月を迎えました。新型コロナウイルス感染症を心配し

ながら、外出を控え、いろいろなことを我慢しながら暮らしていると、季節の移り変わりを感じる感性も鈍

ったようです。感染症の拡大防止のために、今年の夏は、高校野球の甲子園大会や、全国各地の花火大会、

海水浴場の海開きなど、夏の楽しい行事が中止となり残念ですね。（私は、家でじっとしている予定です。） 

皆様は、今年の特別な夏を、どのように過ごされていますか。お元気でしょうか。院長の喜多です。 

 先月末に、私が所属する「日本補綴
ほ て つ

歯科学会」（入れ歯や、かぶせ、インプラント、訪問診療、噛み合わせ

に関する治療や基礎的研究などの発表、研修会が開催されています。）が、感染症の影響で、従来の広い会場

での開催ではなくて、初めてのインターネットでの開催となりました。インターネット回線でZoomという

テレビ会議ソフトを利用しますので、講演される先生方の生の声や熱気を直接感じることは出来ませんが、

パソコンの画面や音声に少しずつ慣れて来ると、広い会場で演者から離れた距離で受講していた場合に比べ

て、演者の表情がよくわかり、身近な距離に座って聴いているかのような錯覚をしました。また、いつもで

あれば、百枚以上もあるポスター発表を見て回るには、１時間以上かかる大仕事なのですが、インターネッ

トであれば、瞬時にポスターの内容を確認して、簡単にメモを取ることが出来るので、効率よく時間を使う

ことが出来きました。さらには、会場を行ったり来たりするための体力を使うことがなくて、地方の開催地

へ交通機関を利用して前日から大移動することもなくなり、経済的にもやさしい新しい学会となりました。

 今回の学会発表で、一番興味を持った内容をご紹介します。「座って食事をする際に、足の裏が床について

いる場合は、ついていない場合に比べて、姿勢をしっかりと保つことが出来るので、明らかに咀嚼能率が良

くなる。つまり、床に足をついて姿勢を良くすることで、力強く噛むことが出来て、のみ込み易くなり、そ

の結果、しっかりご飯を食べることが出来ることを、数値化して解説していました。私も子供の頃に、姿勢

良くご飯を食べるように躾られましたが、姿勢が咀嚼能率に関係することがよくわかり、ガッテンです！ 
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